
［標準様式例４-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和6年7月31日

契 約 業 者 名 (株)オリエンタルコンサルタンツ　茨城事務所

契 約 業 者 の 住 所 茨城県つくば市竹園２丁目１０番８号

業 務 の 名 称 Ｒ５常総国道管内事業整備効果検討５Ｋ４業務

業 務 場 所  圏央道（自：埼玉県比企郡川島町地先　至:千葉県成田市吉岡地先）外３カ所

業 種 区 分 土木関係コンサルタント業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和5年7月1日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和6年7月31日

変 更 前 の 契 約 金 額 39,985,000円(税込)

変 更 金 額 +46,695,000円(税込)

変 更 後 の 契 約 金 額 86,680,000円(税込)

変 更 理 由

（　第３回　、最終　）契約変更の内容

１．費用便益比算出
２．整備効果検討
３． 事業計画基礎資料作成
４．各種交通データ等の更新（追加）
５．事業整備効果関連資料作成（追加）
６． 牛久土浦バイパスⅠ期開通後の交通状況分析（追加）
７．牛久土浦バイパスⅠ期区間の事業費算出（追加）
８． 将来交通量を踏まえた交差道路部の検討（追加）
９．道路詳細設計（追加）

１．費用便益比算出
　数量精査の結果、費用便益費を算出しないこととしたため、藤代バイパス１
ケースを削除する。
２．整備効果検討
　各種調査データの精査の結果、既存のデータでとりまとめることが可能となっ
たため、藤代バイパスに関する整備効果検討を削除する。
３． 事業計画基礎資料作成
　各種調査データの精査の結果、既存のデータでとりまとめることが可能となっ
たため、藤代バイパスの事業計画基礎資料作成を削除する。
４．各種交通データ等の更新
　関係機関と協議の結果、センサス等が更新されたことにより過年度作成した事
業整備効果関連資料について更新が必要となったため、交通データ等の更新を追
加する。
５．事業整備効果関連資料作成
　牛久土浦バイパス事業を進めるにあたり、事業整備効果関連資料を住民に説明
することとしたため、資料作成を追加する。
６． 牛久土浦バイパスⅠ期開通後の交通状況分析
　牛久土浦バイパス整備効果検討の結果、牛久土浦バイパスⅠ期開通後の交通状
況を把握するため、接続する市道の交通状況分析を追加する。
７．牛久土浦バイパスⅠ期区間の事業費算出
　費用便益分析算出の基となる事業費を精査した結果、近年の資材価格等を踏ま
えた事業費とするため、牛久土浦バイパスⅠ期区間の事業費算出を追加する。
８． 将来交通量を踏まえた交差道路部の検討
　整備効果検討に関する問題点の整理を行った結果、バイパス整備による交差道
路部の交通量増大に伴う騒音の影響を検討する必要が生じたため、交差道路部の
検討を追加する。
９．道路詳細設計
　現地精査及び関係機関協議の結果、過年度の設計の修正等が必要となったた
め、機能補償道路設計、仮桟橋撤去設計、工事用道路撤去設計、構造物詳細設
計、排水詳細修正設計、車道横断部排水設計を追加するとともに、設計に伴う測
量及び関係機関協議資料作成を追加する。
１０． 履行期間は元設計のとおりとする。


